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クマケン工業株式会社との資本業務提携に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成24年９月12日開催の取締役会において、クマケン工業株式会社（以下、クマケン）との間で、

資本業務提携を行うことについて決議いたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

 

１．資本業務提携の理由 

 

環境ビジネスは、社会的な注目の高まりとともに、ますます法規制が強化される方向にあり、市場規模の

拡大はより顕著となりつつあります。当社グループは、『総合環境企業』実現に向けた将来の事業拡大や他

社との差別化のため、『技術の補完』・『地域の補完』・『事業領域の補完』を推進するべく、積極的に投資を

進めております。 

 

今回、当社と資本業務提携契約を締結したクマケンは、これまで各種有害汚染土壌処理剤の開発、製造販

売及び措置対策工事を行っており、着実に実績を積み上げてまいりました。また、同社は長年に渡って、土

壌・水溶液中の重金属類等の有害物質を不溶化する粉末の技術開発に力を入れており、独自に開発した

『スーパーソリウェルパウダー』は、汚染水・汚染土壌中の放射性セシウムを不溶化する効果を有し、福島

県での実証実験においても高い効果が実証され、その実用化に関して各方面から注目を集めております。 

 

昨年の東京電力福島原子力発電所事故以降、放射性セシウムの問題については東北地域のみならず全国的

にも大きな課題となっており、その解決策のひとつとしてクマケンの持つ除染技術は顧客ニーズに応えるこ

とができるものと認識しております。こうした顧客の課題解決策の提案が、当社にとってはさらなる事業領

域を拡大させ、ひいては両社におけるビジネスチャンスの拡大へ繋がるものと考えます。 

 

２．期待される当社グループの既存事業との相乗効果 

 

平成 22 年３月より資本業務提携を開始した株式会社ダイセキ環境ソリューション（以下、ダイセキ環

境）とは、首都圏での汚染土壌処理事業において着実に実績を積み重ねておりますが、今回のクマケンとの

資本業務提携により、現在、ダイセキ環境と共同で注力しております東北地域における汚染土壌処理事業に

おいても、さらなる顧客ニーズを充足できるものと認識しております。 
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以下にそのイメージ図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 今後の事業スキームのイメージ 

 

 

３．業務提携の内容等 

 

当社グループの顧客に対して、そのニーズに対応するため、クマケンの保有するノウハウを活用し、あ

らゆる課題解決のための提案を行ってまいります。特に、同社の開発した放射性物質除染剤『スーパーソリ

ウェルパウダー』を積極的に提案することにより、放射性物質汚染土壌、放射性物質汚染廃棄物の処理事業

に両社共同で取り組んでまいります。 

 

４．取得株式数、及び取得前後の所有株式の状況 

 

（１） 異動前の所有株式数 0株 （所有割合： 0.0%） 

（２） 取得株式数 200株  

（３） 異動後の所有株式数 200株 （所有割合：25.0%） 

※本資本業務提携により、クマケンは当社の持分法適用会社となります。 

 

５．業務提携の相手先の概要 

 

（１） 名 称 クマケン工業株式会社 

（２） 所 在 地 秋田県横手市大屋新町字牛首戸324番地8 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 熊谷 賢治 

（４） 事 業 内 容 ・各種有害汚染土壌処理剤の開発、製造及び販売・施工 

・各種汚濁水処理剤の開発、製造及び販売・施工 

・環境浄化プラントの開発、製造 

（注）㈱アースアプレイザル 

同時リリース『株式会社アースアプレイザル 

との資本業務提携に関するお知らせ』参照 

調
査
・
鑑
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環
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ィ
ン
グ

分
析

処
理
・対
策

環境保全㈱（タケエイ100％子会社）：計量証明

顧客Ａ ①不動産ファンド ②保険会社 ③コンサルティング会社
④デベロッパー ⑤金融機関 ⑥製造業 など

コンサルティング契約
調査から分析・処理の計画・立案・施工・現場管理まで

現
場
管
理

㈱アースアプレイザル 『総合環境企業』の 『窓口』

早い段階で情報収集→分析から処理方法まで総合的に提案

タケエイグループ
・解体工事
・アスベスト埋立
・管理型埋立
・鉱さい処理

㈱アースアプレイザル：現場管理
対策工事においてタケエイ・ダイセキ環境のハードを活かす

㈱ﾀﾞｲｾｷ環境ｿﾘｭｰｼｮﾝ
汚染土壌処理

・ホットソイル
・オンサイト処理
・セメント原料化

顧客Ｂ ①建設業 ②製造業 ③官公庁 など

川下

川上

水質・大気ダイオキシン 放射性物質

土壌・廃棄物アスベストPCB

コンサルティング会社

総合建設業
（元請）

下請

クマケン工業㈱

各種有害汚染土壌処理
剤の開発、製造販売及
び措置対策工事
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（５） 資 本 金 3,000万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和61年５月10日 

（７） 主 要 な 株 主 熊谷 賢治 他 

（８） 上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係・人的関係・取引関係

はありません（関係者及び関係会社を含む）。 

当該会社及び当該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には

該当しません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成21年10月期 平成22年10月期 平成23年10月期 

 純 資 産 78百万円 81百万円 82百万円

 総 資 産 272百万円 270百万円 337百万円

 １ 株 当 た り 純 資 産 130,928円 135,375円 136,736円

 売 上 高 166百万円 163百万円 145百万円

 営 業 利 益 0百万円 3百万円 4百万円

 経 常 利 益 3百万円 3百万円 1百万円

 当 期 純 利 益 2百万円 2百万円 0百万円

 １株当たり当期純利益 4,873円 4,446円 1,361円

 

６．日 程 

 

（１） 取 締 役 会 平成24年９月12日 

（２） 業務提携契約締結 平成24年９月12日 

（３） 提 携 業 務 開 始 日 平成24年９月12日 

 

７．今後の見通し 

 

本資本業務提携による当社の連結業績への影響につきましては、既存の主力事業はもとより、これから

取り組んでゆくことになる新規事業など、将来的には一定の成果が見込まれるものと考えておりますが、今

期業績に与える影響は軽微にとどまる見込みです。 

今後、業績予想修正の必要性及び公表すべき事項が生じた場合には、改めて速やかにお知らせいたします。 

 


